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作
文
・
小
論
文
編 

 作
文
・
小
論
文
を
学
ぶ
上
で
最
初
の
ゴ
ー
ル
は
、 

  

を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。 

「
試
験
を
通
じ
て
出
題
者
は
何
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
点
か
ら
さ
か 

の
ぼ
っ
て
、
得
点
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
見
極
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 

１ 

作
文
と
小
論
文
の
違
い
を
知
る 

 
 

１
‐
１
．
作
文
と
は 

作
文
と
は
、「
自
分
の
経
験
に
基
づ
き
、
感
想
や
考
え
を
述
べ
た
も
の
」
で
す
。 

自
分
の
過
去
の
体
験
や
見
聞
を
踏
ま
え
て
、「
自
分
の
こ
と
」
を
書
く
の
で
す
。 

思
っ
た
こ
と
で
も
、
感
じ
た
こ
と
で
も
い
い
の
で
、
自
由
度
は
高
い
と
い
え
ま
す
。 

あ
る
程
度
の
主
観
的
な
判
断
も
許
さ
れ
ま
す
。 

 

 

１
‐
２
．
小
論
文
と
は 

小
論
文
と
は
、「
事
実
に
基
づ
き
、
自
分
の
意
見
を
論
理
的
に
述
べ
た
も
の
」
で
す
。 

読
み
手
に
「
な
る
ほ
ど
、確
か
に
そ
の
通
り
だ
」
と
思
わ
せ
る
説
得
力
が
必
要
で
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
必
ず
自
分
の
主
張
に
論
拠
、
つ
ま
り
理
由
と
事
実
が
必
要
で
す
。 

こ
こ
で
は
図
表
や
グ
ラ
フ
、
文
に
基
づ
い
た
客
観
的
な
視
点
が
重
視
さ
れ
ま
す
。 

 

１
‐
３
．
ま
と
め 

 

作
文 

 
 
 ・

自
分
の
体
験
が
な
く
て
も
問
題
な
い 

・
事
実
や
デ
ー
タ
も
必
要
な
い 

・
あ
る
程
度
、
主
観
的
な
判
断
が
許
さ
れ
る 

 
 

 
 

制
限
が
少
な
く
、
自
由
度
が
高
い 

 

小
論
文 

 

・
個
人
的
な
経
験
や
感
情
を
前
面
に
出
し
て
は
い
け
な
い 

・
主
張
に
は
必
ず
理
由
と
事
実
が
必
要 

・
客
観
的
な
視
点
が
重
視
さ
れ
る 

 

制
限
・
ル
ー
ル
が
多
く
、
自
由
度
が
低
い 

作
文
・
小
論
文
を
書
く
た
め
に
必
要
な
こ
と 

 

自
分
の
経
験
に
基
づ
き
、
感
想
や
考
え
を
述
べ
た
も
の 

    
 
 
 
 

 

事
実
に
基
づ
き
、
自
分
の
意
見
を
論
理
的
に
述
べ
た
も
の 

    
 
 
 
 

 


